
副市長レビュー（春）調書 

1 部局名 

（課名） 
健康福祉部 （障害保健福祉課） 

2 協議事項

（案件名） 
外出支援事業について（2 月議会附帯決議関係）

3 背景・現状

外出支援事業（バス・タクシー券等助成券事業）の内容は、遠鉄電車バス共

通カード、タクシー券、鍼灸マッサージ券等のうち 1 つを対象者へ年間 7,000
円分支給するもので、30 年度より対象者を以下のとおり見直したもの。

・身体障害者手帳所持者：1～6 級 1～4 級

・療育手帳所持者：A1～3、B1～B3   A1～3、B1 
・精神障害者福祉手帳所持者：1～3 級 1、2 級

・見直しにより対象外となった数：7,323 人/38,266 人（19.1%）

予算額 H29:177,849 千円   H30:143,601 千円 34,248 千円

対象者 H29:37,866 人   H30:30,943 人 6,923 人

30 年 2 月議会における附帯決議の内容は以下のとおり。

①バス･タクシー券の利用状況等外出の実態を考慮し改善できる点を検討

②軽度障害者への外出支援事業の継続を視野に入れた検討

③移動支援のさらなる拡充

④福祉事業所への通所の際の交通費補助などを検討

4 検討経過・

課題 

①バス･タクシー券の利用状況など外出の実態を考慮し改善できる点を検討

・交付内容は、タクシー券、バス券合わせて 85%（H27.4 実態調査より）

・利用状況は、病院への通院等の日常生活に係るものが 73%（同上）

・対象外となった人の福祉サービス利用者は 998 人（13.6%）、うち通所サ

ービス利用者は 574 人（7.8%）（H30.3 時点）

②軽度障がい者へ補助継続

30 年度から重･中度者への支援の重点化を図ることを目的とした見直しを

実施

③移動支援のさらなる拡充

30 年度からの拡充内容として、他の訪問系サービスと合算で支給決定して

いたものを独立させ、別枠で支給量を 25 時間とした（29 年度までの平均支

給量は約 10 時間、利用者数 約 300 人）

④福祉事業所への通所の際の交通費補助

対象外となった人のうち通所サービス利用者 574 人

5-1 方向性

の提案
31 年度から軽度の障がい者に対し、外出する際の移動支援を実施

5-2 論点

（方向性の決

定に向け議

論する事項）

軽度の障がい者への支援の実施について 

6 結果 

■提案どおり進める 

□サマーレビューで審議 

□提案内容を一部見直して進める 

□再度、調査研究等を行い検討 

□その他 

具体的内容 

7 その他 


